
補　助　金　交　付　状　況　一　覧　表
（単位：千円）

担当課名

企画課

企画課

企画課

平和祈念展等実行
委員会

市民公募からなる平
和祈念フェスタの企
画運営主催者

平和意識の醸成に資するためを
目的とし、ピース・エンジェルズ
等による報告会や講演会、広島
長崎の被爆、東京大空襲関連
の資料展示などを通じた平和祈
念事業を企画・実施するため。

資料を展示する形の祈念
展に加え、講演会、報告
会、フォーラムという市民に
直接語りかける方法により、
市民が平和について意識
することが期待され、平和
の大切さ、人命の尊さを広
く伝えることも可能である。
　さらに、一般にはあまり周
知されていない清瀬市の戦
争の事実を伝える場を設け
ることにより、身近な事実か
ら戦争について再認識する
ことが期待される。

851

H18

778

●広島派遣事業費：886,436円
　(広島平和学習旅費等、引率教師旅費及び
講師謝礼)
●事務費：1,908円
　(消耗品)

合計：888,344円

900

784

H17

350

・８月イベント経費　95,572円
　(講演会・演奏会経費及び展示会経費)
・３月イベント経費　171,360円
　(文化行事・講演経費及び展示会経費)
・資料製作経費　44,064円

合計：310,996円

3503

平和祈念展等
実行委員会補
助金

1

きよせ市民まつ
り実行委員会
補助金 きよせ市民まつりを企画・実施す

るため。

2

ピース・エン
ジェルズ実行
委員会補助金

平和祈念事業の一環として次代
を担う児童・生徒を被爆地等に
派遣し、平和の大切さを学び多
くの市民に伝えることを目的とし
たピース・エンジェルズ事業の企
画・立案をするため。

小・中学生が被爆地である
広島において直接過去の
事実を体感することによっ
て、戦争の悲惨さや人命の
尊さを再認識することがで
き、派遣終了後、報告会等
でその学習成果を市民に
広めていくことが期待でき
る。また、平和な社会を創
造していくことのできる力を
育てていくことも期待でき
る。
H28年度参加児童・生徒：
10人

2,300

S58

2,300

市民相互の親睦と交流を
深め、市民の生活及び文
化の向上が図られている。
Ｈ28来場者数：44,000人

・管理費　会場経費　2,150,000円
・管理費　広告費　　　  350,000円

合計：2,500,000円
2,500

2,500

0 2,500

0

900 889 11

0 889

2,500

きよせ市民まつり実
行委員会

商工会などの団体
や市民からなる「きよ
せ市民まつり」の主
催者

ピース・エンジェルズ
実行委員会

市長が命ずる副市
長、市職員及び学
校関係者からなる
ピース・エンジェルズ
（児童生徒広島学習
派遣）の企画立案者

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

350 311 39

0 311

1



（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

企画課

企画課

男女共同参画センター

清瀬国際交流会

多文化共生事業を
主催する市民活動
団体

市内の団体等

清瀬市民のみで構
成される5名以上の
グループの代表等、
市内に事務所又は
活動拠点がある5名
以上の構成員からな
る団体の代表者等、
その他市長が認め
た者

東京都多摩地域民
間シェルター連絡会

民間緊急一時避難
施設

113

H27

－

5

清瀬市と立科
町との住民交
流事業補助金

清瀬市と友好交流都市の協定
を締結している立科町の住民と
の交流を促進させるため。

清瀬市民が立科町との住
民と教育・文化・スポーツ・
産業・観光等の諸分野にお
ける活動を通じた親善交流
が期待される。H28年度対
象者：60人

立科山荘使用料及び食事料等
・62,964円
・55,590円
合計118,554円

200

200

H4

200

4

国際ふれあい
交流補助金

多文化共生社会の実現に向け
た取り組みと、地域で安心して
暮らせるように日本語教室支援
のため。

交流諸活動を通して市民
の国際理解を深め、地域に
おける多文化共生社会に
貢献している。

・国際交流事業費：26,561円
・清瀬でも英語しゃべらん会事業費：33,965円
・日本語教室事業費：68,788円
・多文化共生事業費：18,630円
・HICコーラス事業費：22,929円
・管理費：29,065円
・予備費：62円
※事業費一部補助
　合計：200,000円

200

200

H14

200

6

緊急一時保護
施設運営助成
金

ＤＶの根絶を目指し、当面はＤＶ
被害当事者女性に対する緊急
一時避難所の提供と自立支援
を行う。

28年度に於ける施設対応
実績は20組35名で、その
中、13人の子どもたちが利
用した。利用合計日数920
日であった。なお、施設滞
在中に必死で学習し、看護
師や介護資格を取得。元
夫と離れた地域で就職し経
済的に自立できた例もあっ
た。

●東京多摩地域民間シェルター連絡会に16
市の自治体から補助があり、その中の清瀬市
からは民間アパート年間借上げ及び光熱水
費の一部補助として200,000円の補助。
●東京多摩地域民間シェルター連絡会の平
成28年度における施設利用総数は、20組の
受け入れ。

200

200 200 0

0 200

200 200 0

0 200

282 119 163

0 119
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（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

職員課

職員課

防災防犯課

正規職員

－

職員共済会

正規職員、再任用
職員

清瀬市防犯協会

役員数29名

78

H25

62

7

清瀬市職員自
己啓発研修助
成金

職務の遂行に有益な知識又は
技術を自発的に習得しようとす
る職員に対し、その習得に要す
る費用の一部について助成金を
交付することにより、職員の自己
啓発を促進するとともに、その職
務能力の向上を図り、効率的な
行政運営に資することを目的と
する。

職員の職務遂行能力、モ
チベーションの向上
職員の経済的負担の軽減
職員の自発的学習意欲の
醸成

●申請4件中決定4件：37,000円
（受講料及び検定料に係る自己負担額の2分
の1、年3万円上限）

100

100 37 63

0 37

5,841

S47
以前

6,167

8

清瀬市職員共
済会補助金

職員の「福利厚生及び共済事
業」を目的とする。地方公務員
法第42条に基づく元気回復事
業の一環で、健康管理補助（健
康管理に伴う人間ドック等の補
助）・福利厚生補助（施設の借り
上げ・遊戯施設等の補助）を目
的とする。

職員同士の親睦・チーム
ワークの向上並びに、体の
調整やストレス発散をし、仕
事と人のコミニュケーション
並びにモチベーションの向
上。

●基本積算式
　（職員給料×4.5/1,000）
●共済会全体歳出額：18,473,178円
●うち充当事業
　・健康管理補助：1,154,460円
　・施設利用補助：297,250円
　・施設借上費：1,515,000円
　・福利厚生補助：2,465,260円
　合計：5,431,970円

6,515

6,272 5,432 840

0 5,432

800

S56

800

9

防犯協会補助
金

公共の秩序を維持し市民の安
全と福祉を保持するため、防犯
思想の普及と自衛防犯体制の
推進、青少年の非行防止と有害
環境の浄化を図り、もって犯罪
のない安全で安心して暮らせる
まちづくりを進める。

犯罪防止や治安維持な
ど、主に警察署を中心に行
われるものであるが、全体
的な犯罪を減少させるため
には、自治体や防犯協会
等の協力が必要である。こ
のため、管内の防犯協会を
軸とした防犯啓発を行う中
で、犯罪撲滅キャンペーン
等を積極的に実施するとと
もに、特に犯罪が増加する
夏休み期間の警戒パトロー
ルや年末の歳末警戒パト
ロールを実施することで効
果的に犯罪撲滅の周知を
図っている。

・活動費等：744,363円
・事務費等：50,021円
・会議費：4,976円
合計：799,360円

800

800 800 0

0 800

3



（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

防災防犯課

防災防犯課

保険年金課

井戸所有者

0

S54

0

10

震災対策井戸
維持管理費助
成金

大震災その他により、水道施設
等が被害を受け、水道水の供給
が困難となった場合に市民の飲
料水及び生活用水を確保する
ため、市民の所有する井戸につ
いて、井戸所有者と協定を締結
し、震災対策井戸に指定してい
る。この井戸の揚水装置等の修
理に際し、費用を補助することを
目的とする。

東日本大震災の教訓から
も推察されるとおり、地震等
の大災害時における、上水
道を主としたライフラインの
打撃は極めて多大なもので
ある。特に避難所生活を余
儀なくされた被災者にとっ
ては、飲料水や生活用水
の確保が死活問題となる。
今後、発生予測される首都
直下地震に対する備えの
観点からも本補助事業に
おいて、井戸の整備を行う
ことは必至であり、今後の
震災対策の一助である。

H28実績ゼロ 100

66 0 66

0 0

31か所

572

H25

401

11

清瀬市自主防
災組織補助金

市民が設立した自主防災組織
に活動経費等の一部を補助金と
して交付し、自主防災組織の設
置の促進及び地域の防災活動
を効果的に行うための基盤整備
を図ることを目的とする。

当該補助金の活用を機に
自主防災組織設置へと進
んだケースもあり、自主防
災組織設置促進の効果は
ある。また、自主防災組織
が充実することによって、地
域の防災活動も充実するこ
ととなり、効果的な基盤整
備を図る事に対しても効果
がある。

・シーアイマンション：100,000円
・清瀬パークハウス：100,000円
・中里団地：42,804円
・宮ノ台住宅：99,997円
・アイラシティマンション：95,827円
・清瀬柿の下住宅：46,062円
・くぬぎ自治会：48,942円
合計：533,632円

500

534 534 0

0 534

自主防災組織

自主防災組織７団
体

423

H14

377

12

保養施設利用
助成（国民健康
保険事業特別
会計）

清瀬市国民健康保険条例（昭
和35年清瀬町条例第７号）第７
条第４号の規定により、清瀬市
国民健康保険の被保険者の健
康の保持増進を図ることを目的
とする。

清瀬市国民健康保険の被
保険者の健康の保持増進
が図られている。

●保養施設の利用状況
・４2１人（清瀬市立科山荘＝70人、シーサイド
いずたが＝14人、ゆとりの郷　にいざ温泉＝
337人）
●助成額等
・清瀬市立科山荘＝中学生以上が2,000円、
小学生が1,000円
・シーサイドいずたが＝小学生以上が2,000円
・にいざ温泉＝１回につき300円

430

430 339 91

0 339

国民健康保険の被
保険者

－

4



（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

保険年金課

保険年金課

保険年金課

4,772

H5

4,412

13

人間ドッグ受診
料助成（国民健
康保険事業特
別会計）

清瀬市国民健康保険条例（昭
和35年清瀬町条例第７号）第７
条第３号の規定に基づき、国民
健康保険の被保険者が人間ドッ
クを受診することにより、疾病の
早期発見及び予防に寄与し、健
康の保持増進を図るため、その
受診料の一部を助成することを
目的とする。

国民健康保険の被保険者
が人間ドックを受診すること
により、疾病の早期発見及
び予防により、健康の保持
増進が図られている。

●　人間ドックの利用状況
・２70人（日帰り＝２61人、宿泊＝9人）

●　助成額等
受診料の２分の１の額（ただし、宿泊等２日以
上にわたる場合は30,000円、その他の場合は
20,000円を限度とする。）

6,000

5,320 5,122 198

0 5,122

国民健康保険の被
保険者

－

870

14

人間ドッグ受診
料助成（後期高
齢者医療特別
会計）

東京都後期高齢者医療広域連
合後期高齢者医療に関する条
例第2条及び清瀬市後期高齢
者人間ドッグ受診料助成要綱に
基づき後期高齢者医療被保険
者が人間ドックを受診することに
より、疾病の早期発見及び予防
に寄与し、健康の保持増進を図
るため、その受診料の一部を助
成することを目的とする。

後期高齢者医療被保険者
が人間ドックを受診すること
により、疾病の早期発見及
び予防により、健康の保持
増進が図られている。

●人間ドックの利用状況
・53人（日帰り＝53人、宿泊＝0人）
●助成額等
受診料の２分の１の額（ただし、宿泊等２日以
上にわたる場合は30,000円、その他の場合は
20,000円を限度とする。）

1,110

1,090 1,018 72

1,013 5

211 211 0

210 1

後期高齢者医療の
被保険者

－

後期高齢者医療の
被保険者

－

15

保養施設利用
助成
（後期高齢者医
療特別会計）

東京都後期高齢者医療広域連
合後期高齢者医療に関する条
例第2条及び清瀬市後期高齢
者保養施設利用規則に基づき
後期高齢者医療被保険者の健
康の保持増進を図ることを目的
とする。

後期高齢者医療被保険者
の外出機会の促進、家族・
友人との交流を図り、身体
的・精神的な健康の保持増
進が図られている。

●保養施設の利用状況
・清瀬市立科山荘＝58人・73泊
・シーサイドいずたが＝6人・7泊
・ゆとりの郷　にいざ温泉＝88人・167回
●助成額等
・清瀬市立科山荘・シーサイドいずたが＝1泊
につき2,000円（年2泊まで）
・にいざ温泉＝１回につき300円（年5回まで）

190

1,167

H20

177

H20

128
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（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

保険年金課

産業振興課

産業振興課

市内の農家

市内に10アール以
上農地を耕作し年
間60日以上農業従
事し経営をしている
農業者

16

1,030

H8

1,223

17

きよせ産野菜
出荷容器補助
金

市内産農産物を生産する市内
の農業従事者に対し「きよせ」の
名入り出荷容器購入経費の一
部を補助することにより市場及
び消費者に対する品質の向上
並びに信用の増進を図り都市農
業の振興及び市内産農産物の
普及宣伝を目指す。

「きよせ」の名入りの農産物
出荷容器が流通されること
により清瀬産農産物の周知
宣伝が図られるとともに都
内における農産物の産地と
して確立される。

実施者59名
補助率20％以内
補助金合計額：1,004,444円

1,200

24,200

H20

23,803

高齢者の医療の確保に関する
法律に基づく法定給付。

東京都後期高齢者医療広
域連合後期高齢者医療に
関する条例第1条の2及び
清瀬市後期高齢者葬祭費
支給事務要綱に基づく法
定給付のうちの相対的必
要給付。

●　葬祭費の支給状況
　510人：25,500,000円

●　助成額等
　葬祭を執り行ったものに対し50,000円

25,700

葬祭費補助（後
期高齢者医療
特別会計）

26,399 25,500 899

25,386 114

1,200 1,005 195

3,879

H25

4,000

18

清瀬市地域農
業者支援事業
補助金

市内で農業に従事する者に農
機具及び施設整備の購入経費
等の一部を補助することにより、
農業経営の改善及び農業技術
の向上を図って効率化を進め、
都市農業の更なる振興に努める
ことを目的とする。

農作業の効率化や農作物
の品質の向上が図られると
ともに農業経営の改善が行
えた。

実施者44名
（農耕機等整備25件、施設等整備19件）
補助率認定農業者1/2
それ以外1/3以内上限10万

補助金合計額：3,716,000円

4,000

0 3,716

4,000 3,716 284

0 1,005

後期高齢者医療の
被保険者

－

市内の農家

市内に10アール以
上農地を耕作し年
間60日以上農業従
事し経営をしている
農業者

6



（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

産業振興課

産業振興課

産業振興課

47,142

19

都市農業活性
化支援事業補
助金

市内の農業者で構成する営農
集団又は農業法人等が収益性
の高い農産物を生産するため、
必要な施設を整備して経営力を
強化する取り組みを支援し、もっ
て都市農業の活性化を図ること
を目的とする。

高設栽培ｼｽﾃﾑ、潅水ｼｽﾃ
ﾑやパイプハウス等の施設
整備により収益性の高い農
産物が生産できるようになり
経営力の強化に繋がり、都
市農業の活性化を図る事
ができた。

実施者5名
補助率：東京都1/2、市10％
補助金合計額：23,236,000円

10,006

23,383 23,236 147

19,336 3,900

JA東京みらいきよせ
施設園芸研究会

市内の農業者で構
成する営農集団又
は農業法人等

21

ひまわり推進助
成金

市と協同し市内の観光スポット
の創設並びに整備を実施する
農業者グループに対し補助金を
交付することにより、清瀬市の観
光振興を図り市内外からの観光
客を誘致し地域産業の活性を目
指す。

武蔵野の面影を残す風景
や清流柳瀬川など都内に
おいて、優れた住環境を有
する清瀬市をひまわりの花
とともに市内外に広く周知
することにより例年５万人を
超える来場者が訪れる。

・印刷・宣伝費：349,292円
・工事委託費：1,927,969円
・借上・謝礼費：232,500円
・手　数　料：　　 30,248円
・記念品費：　　175,000円
・消耗品費：1,144,991円
　合　　計：　3,860,000円

3,600

3,860 3,860 0

0 3,860

－

H28

－

20

農業従事者雇
用促進事業補
助金

市内に在住するシニア世代又は
子育て世代の父母等を雇用した
農業経営者に対し補助金を交
付することにより、農業分野にお
ける雇用機会の拡大を推進する
とともに、農業経営の安定及び
規模拡大を図ることを目的とす
る。

シニア世代又は子育て世
代の父母等の農業分野に
おける雇用機会の拡大を
推進するとともに、農業経
営の安定及び規模拡大を
図ることを目的とする。

H28実績ゼロ
（シニア世代0件、子育て世代0件）
補助率認定農業者1/2、それ以外1/3以内上
限10万
補助金合計額：0円

1,000

2,000 0 2,000

0 0

市内の農家

市内に10アール以
上農地を耕作し年
間60日以上農業従
事し経営をしている
農業者

農ある風景を守る会

市内農家を中心とし
た地域住民による市
民団体

2,141

H20

2,300

16,113

H24

7



（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

産業振興課

産業振興課

産業振興課

清瀬商工協同組合

小規模の商工業者、
サービス業者などに
よる相互扶助組織

24

商工協同組合
助成

小規模の商工業者、サービス業
者などが相互扶助の精神に基
づき協同して行う事業により地
域経済の向上を図っている商工
協同組合に対し助成を行い商
工業者の地位向上を図ることを
目的とする。

商工業者の連携強化につ
ながり小規模事業者の経
営の安定が図られ地域経
済の地位向上が図られる。

●総経費：759,019円
・活性化推進事業：302,640円
・会議費・総会費：　362,412円
・共同事業費：　　　　93,967円
　　うち700,000円補助

700

23

商工会助成
市内商店の経営相談や指導、
地域経済の振興を担っている商
工会に対し助成を行い地域産
業の育成と発展を図ることを目
的とする。

長引く経済不況の中、市内
の各商店においても厳しい
状況下におかれており商
工会を軸に各商店相互の
協力や情報交換の中継ぎ
役として地域産業の振興が
図られている。

・経営相談事務費：3,500,000円
・指導環境推進費：1,900,000円
・地域総合振興事業費：1,700,000円
　補助額合計：7,100,000円

7,100

485

H20

475

22

生分解性マル
チ購入助成金

市内の農業従事者に対し生分
解マルチシートの購入経費の一
部を補助することにより環境にや
さしい農業形態の確立と効率的
な作業形態の確立を図ることを
目的とする。

生分解マルチを使用するこ
とにより農業廃棄物を軽減
させるとともに農作業効率
の向上につなげる事ができ
る。

実施者38名（認定農業者32名、それ以外6
名）
１本（0.95Ｍ×200Ｍ）単価（無孔3,980円、そ
の他4,380円）
補助金額（認定農業者1,500円/本、それ以外
1,000円/本）
購入本数（認定農業者301本、それ以外43
本）
補助金合計額：494,500円

500

500 495 5

0 495

7,100 7,100 0

0 7,100

市内の農家

市内に10アール以
上農地を耕作し年
間60日以上農業従
事し経営をしている
農業者

清瀬商工会

商工会法に基づい
て認可された経済団
体

700

S47
以前

700

7,100

S47
以前

7,100

0 700

700 700 0

8



（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

産業振興課

産業振興課

産業振興課

公衆浴場設置者

市内に設置されてい
る普通公衆浴場

清富士会外７商店
街

市内の５商店街と２
商店街振興組合

清瀬商工会

商工会法に基づい
て認可さされた経済
団体

25

浴場組合助成

市内の公衆浴場設置者に対し
公衆浴場における改修工事に
要する費用の一部を補助するこ
とにより公衆浴場の利用促進並
びに経営の健全化を図ることを
目的とする。

15,628 14,662 966

8,027 6,635

167

26

新・元気を出せ
商店街事業補
助金

市内の商店街並びに商店街振
興組合が独自に実施するイベン
ト事業などの経費の一部を助成
することにより商店街の活性に
寄与し地域経済の向上を図るこ
とを目的とする。

商店街の活性と地域住民と
の交流が図られる。

実施商店街名　　　　総事業費　　　　　補助金額
清富士会　　　　　　　1,822,564円 　1,214,000円
清瀬北口睦会　　　　7,365,044円 　4,909,000円
清瀬銀座会　　　　　 2,112,254円　 1,407,000円
清瀬南口振興組合　7,009,428円 　4,400,000円
中里共栄会　　　　　　1,013,776円 　  666,000円
野塩商店街　　　　　1,814,431円　　1,209,000円
竹丘商店街　　　　　1,286,801円　　　857,000円
　　総事業費合計：22,424,298円
　　補助金額合計：14,662,000円

17,205

15,464

公衆浴場のサービス向上
並びに安定的な公衆浴場
経営が図られる。

1浴場に対し改修工事実績額の1/2（上限
200,000円）

・峰の湯　ﾎﾟﾝﾌﾟ・配管工事等
補助額200,000円（166,000円＋34,000円）
・北の湯　外壁補修工事
補助額200,000円
補助額合計400,000円

600

320

S51

H15

15,261

8,000 7,743 257

0 7,743

27

ニンニンスタン
プ事業

地域の賑わいを作りだし、生活
に潤いと豊かさを提供する地域
コミュニティの核として、街づくり
に欠かせない存在である商店街
を応援するため、市内消費者の
購買意欲を喚起させる事を目的
とする。

参加店167店舗で500円の
買い物ごと1スタンプが押さ
れ20個集まると抽選券とな
り商品券が当たる満点台紙
の応募数が46,754枚あり、
467,540,000円が市内商店
街で消費され、購買意欲を
喚起する事ができた。。

●総事業費：7,875,760円
・印刷費：　　324,761円
・会議費：　 　　22,700円
・賞品代：　7,442,500円
・通信費：　　　76,844円
・消耗品費：　　8,955円
　　のうち7,742,500円を補助した。

6,000

7,774

H26

7,856

600 400 200

0 400

9



（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

産業振興課

産業振興課

産業振興課

市内の商工農業者

市内に居住する個
人及び法人の事業
者

市内の商工農業者

市内に居住する個
人及び法人の事業
者

清瀬市消費者団体
連絡会

市民により形成され
ている消費者団体７
団体による連合団体

28

小口事業資金
利子補給

市内の健全な商工農業者の育
成を図ることを目的に取扱金融
機関に融資のあっせんを行い融
資利息の一部を助成することに
より地域産業の発展を目指す。

商工農業者の経営安定に
つながり地域産業の育成が
図られる。

108件
1,895,088円
（平成29年3月現在の貸付額は261,697,648
円）

市と金融機関で協議して定めた融資利率
1.925％（小口零細企業保証制度は1.725％）
のうち0.75％を市が利子補給として交付する。

2,200

H3

1,849

S48

1,991

2,039 1,896 143

0 1,896

56

29

保証協会保証
料補助金

市内の健全な商工農業者の育
成を図ることを目的に取扱金融
機関に融資のあっせんを行い融
資の際生じる保証料の一部を助
成することにより地域産業の発
展を目指す。

商工農業者の経営安定に
つながり地域産業の育成が
図られる。

20件
1,301,474円

金融機関が融資の貸付にあたっては、東京
信用保証協会の保証付ということが必要とな
る。
市は東京信用保証協会が決定した保証料額
の2分の1を負担する。

1,000

1,667

S48

1,039

1,302 1,302 0

0 1,302

30

消費者団体連
絡会補助金

消費者団体相互の情報交換並
びに協力により消費者として必
要な活動、学習に取り組み消費
者主権の確立を図ることを目的
に補助を行う。

消費者団体相互の連携強
化により消費者問題への啓
発活動が行われることによ
り消費者意識の向上が図ら
れる。

●総経費：62,652円
・会議費：9,000円
・研修費：6,283円
・見学費：9,940円
・消費生活展費：1,280円
・事業費：2,089円
・交通費：34,060円
　うち56,000円を補助

56

5656 56 0

0 56

10



（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

地域包括ケア推進課

地域包括ケア推進課

地域包括ケア推進課

社会福祉法人清瀬
市社会福祉協議会

地域福祉推進を目
的とした福祉団体

福祉移送サービスの
会、清瀬福祉移送セ
ンターせせらぎの会

48,580 48,580 0

32

地域福祉推進
事業補助金（移
送サービス事
業）

市内の非営利活動団体が実施
する高齢者及び障害者等に対
する福祉サービス事業につい
て、市がその経費の一部につい
て補助金を交付することにより、
高齢者及び障害者等の福祉
サービスの拡大と質的向上を図
ることを目的とする。
移動が困難な高齢者・身体障害
者等の移送に係る事業を行う特
定非営利活動法人に補助を行う
ことにより福祉の増進に寄与す
る。

移動が困難な身体障害者
や要介護者など、一人では
公共交通機関を利用する
ことが困難な移動制約者に
対して、ドア・ツー・ドアの個
別輸送サービスを提供する
事により利便性を図ってい
る。

福祉移送サービスの会：2,000,000円
せせらぎの会：2,500,000円

ア　500件以下：200万円
イ　501件以上1,000件以下：400万円
ウ　1,001件以上2,000件以下：450万円
エ　2,001件以上：500万円
の基準額による

4,500

4,500

S47
以前

4,500

31

社会福祉協議
会運営費補助
金

社会福祉法（昭和26年法律第
45号）第58条第1項の規定によ
り、社会福祉法人に対する助成
の手続きに関し、必要な事項を
定め、助成の必要があると認め
るときは、予算の範囲内で助成
することができる。
社会福祉事業に対する補助

補助を行うことにより社会福
祉協議会の円滑な運営・事
業の実施などを行ってい
る。また、災害時などのボラ
ンティアセンターとして市が
迅速に動けない時などの支
援などにスムースに展開で
きる。

運営費
・人件費：41,752,381円
・運営費：  4,168,186円
・事業費：  5,658,714円
　　 合計：51,579,281円のうち、48,580,000円

48,580

48,580

S47
以前

48,5807,400 41,180

1,768 2,732

移動が困難な高齢
者・身体障害者等の
移送に係る事業を行
う特定非営利活動
法人

33

福祉サービス
第三者評価受
審支援補助金

福祉サービスの質の向上への
取り組みを促進するため、第三
者評価を受審する事業者を支
援し、その評価に関する情報を
市民にわかりやすく提供すること
により、第三者評価制度を早期
に広く普及及び定着させ、利用
者本位の福祉の実現を図り、社
会福祉の向上に資することを目
的とする。

評価結果や福祉サービス
の利用にかかわる様々な
情報を幅広く利用者や事
業者に情報提供する仕組
みをつくることにより、サー
ビスの内容を利用者に見え
るものとする。また、準備、
評価実施及びフィードバッ
クという評価プロセスを通じ
て、自らの取組を振返ること
によって、サービス提供事
業者にサービスの質の向
上に向けた改善取組を促
していくこと。

対象5件：1,636,400円

上限を60万円とし、第三者評価受審のための
費用を補助

3,000

1,314

H16

1,645

2,922 1,637 1,285

1,636 1

認知症高齢者グ
ループホーム

認知症対応型共同
生活介護（介護予防
含む）

4,500 4,500 0
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（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

地域包括ケア推進課

地域包括ケア推進課

障害福祉課

2,751 2,751 0

社会福祉法人清瀬
市社会福祉協議会

地域福祉推進を目
的とした福祉団体

35

成年後見活用
あんしん生活創
造補助金

東京都の補助事業を活用し、清
瀬市社会福祉協議会が設置し
ている成年後見制度利用推進
機関の運営費を補助を行い、清
瀬市における成年後見制度の
利用を促進するための体制整
備及び事業の実施を支援するこ
とにより、認知症高齢者、知的障
害者等が判断能力の低下に
よって自らの財産管理や日常生
活を営むことが困難となった場
合に、地域で安心して生活を継
続できるよう、成年後見制度の
積極的な活用を図ることを目的
とする。

清瀬市における認知症高
齢者、知的障害者等が判
断能力の低下によって自ら
の財産管理や日常生活を
営むことが困難となった場
合に、地域で安心して生活
を継続できるよう、成年後
見制度の積極的な活用を
図っている。

H28実績
・成年後見活用あんしん生活創造事業
8,000千円（1/2補助）
※平成28年度において下記事業は10/10補
助
・成年後見活用あんしん生活創造事業（後見
人等養成・支援）　6,725千円
・後見人等候補者養成に係る研修経費　500
千円

13,034

15,225

H19

13,234

34

福祉サービス
総合支援事業
補助金

福祉サービスの利用援助、成年
後見制度の利用相談及び福祉
サービスの利用に際しての苦情
対応など、判断能力の不十分な
人々の権利擁護相談等に対す
る支援を総合的かつ一体的に
実施するための体制整備に補
助をすることにより、もって地域
における福祉サービスの向上を
図ることを目的とする。

福祉サービスの利用者等
に対する支援を、住民に身
近な社会福祉協議会にお
いて、総合的・一体的に実
施し、・　福祉サービス利用
に際しての苦情、判断能力
が不十分な人々の権利擁
護相談、成年後見制度の
利用相談などに一体的に
対応、判断能力が不十分
な人及び要支援・要介護
高齢者・障害者に対する福
祉サービス利用援助を行っ
ている。

補助額：2,751,000円
都の補助額と同額を補助

2,751

2,751

11,604 3,621

H17

2,751

社会福祉法人清瀬
市社会福祉協議会

地域福祉推進を目
的とした福祉団体

1,375 1,376

15,225 15,225 0

36

身体障害者福
祉協会補助金

身体障害ゆえに生じる社会的、
経済的な困難や不安を除き、生
活と社会福祉の確立を図るため
の活動を支援する。

●会員の多くが高齢者であ
ることから、活動は高齢者
の社会参加にもつながる。
●市の障害に関する計画
や各種会議に参画し、当事
者としての意見を述べ、内
容に反映させている。
●市の身体障害者相談員
制度に基づく相談員として
会員3名が活動し、市民か
らの相談に応じている。

●総経費：164,419円
・会議費：12,986円
・事務費：34,68円
・通信費：19,640円
・分担金：5,000円
・広報費：53,000円

　うち200,000円補助

200

200

S49
以前

200

清瀬市身体障害者
福祉協会

身体障害者（当事
者）の支援活動団体

200 200 0

100 100
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（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

障害福祉課

障害福祉課

障害福祉課

37

施設運営補助
金

団体の運営資金の一部を補助
することで運営安定化をはかり、
もって知的障害者に対する支援
の充実とサービスの向上に資す
る。

●支援に必要な人員を確
保することで特に重度の知
的障害者への対応が充実
し、障害者やその家族が安
心して地域生活を送ること
ができる。
●制度改正に伴う事業費
収入を補うことで運営の安
定化が図れる。

臨時職員人件費
6人×12カ月分＝16,198,350円

うち6,000,000円を補助

4,800

6,790

H13

6,7900 6,000

1,190

社会福祉法人清瀬
わかば会

知的障害者の日常
生活等の支援団体

社会福祉法人清瀬
わかば会

知的障害者の日常
生活等の支援団体

H23

60,284

38

通所サービス
利用促進事業
補助金

自力で通所することが困難な障
害者に対して、送迎を行うため
に要する経費の一部を補助する
ことで利用者の利便と安定した
日中活動を確保する。

●施設に通所する利用者
への送迎を行うことで、送
迎に係る保護者の負担軽
減及び利用者の安定した
日中活動が行える。

●工房わかば分
・送迎に係る職員人件費
4人×39,410円×12カ月≒1,891,714円…①
・車両経費
678,153円…②
①＋②＝2,569,867円-2,102,045円≒
467,000円を補助
●わぁーく！わかば分
・送迎業務委託経費年額4,650,805円…①
うち723,000を補助

1,190

1,416

H20

1,179

ベーカリーショップどん
ぐり、清瀬どんぐりの

家、福祉作業所、汽車
の家、セルプ清瀬、わ
かば会、聖ヨハネ会

障害者（当事者）の
支援活動団体

39

日中活動系
サービス推進
事業補助金

障害者自立支援法に規定する
指定障害福祉サービス事業所
について、市内に設置する事業
所に対する運営費用の一部を
補助して利用者の福祉向上を
図る。

●国の制度(給付費)に加え
て、施設運営に要する経費
の一部を補助することによ
り事業運営の安定化と利用
者の福祉の向上が図られ
る。

●延べ利用人数×@17,000円(＋加算)
①ベーカリーショップどんぐり：11,040,000円
②清瀬どんぐりの家：10,764,000円
③清瀬福祉作業所：4,590,000円
④汽車の家：493,000円
⑤セルプ清瀬：10,200,000円
⑥工房わかば：10,536,000円
⑦わぁーく！わかば：6,143,743円
⑧聖ヨハネ：5,520,000円

合計：59,286,743円

61,644

58,838

59,287 0

6,000 6,000 0

1,190 0

0 1,190

61,848 59,287 2,561
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（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

障害福祉課

障害福祉課

障害福祉課

S47
以前

1,040

41

施設建物家賃
助成 障害児の放課後等の居場所を

確保することで障害児の社会参
加や自立を助長する。

●地域で安定した生活を
送れる。
●放課後等に生活能力向
上の ための訓練等を継続
的に提供することにより、学
校教育と相まって障害児の
自立を促進することができ
る。
●放課後等の障害児の居
場所作りにつながる。

●行政財産使用料決定通知による使用料
3,017,146円のうち2,500,000円

2,000

知的障害者の日常
生活等の支援団体

社会福祉法人清瀬
わかば会

知的障害者の日常
生活等の支援団体

社会福祉法人清瀬
わかば会

0 1,040

－

42

清瀬市児童発
達支援セン
ターサービス推
進事業補助金

児童発達支援センターの運営
に要する費用の一部
を補助することにより、施設利用
者への福祉向上
を図るため

●専門機能を活かして、地
域の障がいのある子どもや
その家族への相談等を行
い、地域の障害児やその
家族の支援を行う。
●主に未就学児の療育支
援を行うことで障害児やそ
の家族の居場所作りや自
立に向けた支援を行うこと
ができる。

●清瀬市児童発達センターサービス推進事
業補助金交付要綱に基づいた基本額及び加
算額：12,658,000円

13,300H27

13,004

学校法人日本社会
事業大学附属子ども

学園

知的障害児の日常
生活等の支援団体

3,037

H25

2,900

40

グループホーム
用地借上費補
助金

障害者の安定的な生活の場を
確保することで地域での自立し
た生活と社会参加を可能とす
る。

●地域で安定した生活を
送れる。
●共同生活を通じて様々
なことを学び、訓練すること
で生活能力や社会性を高
めることができる。
●地域における障害者に
対する理解の深まりにつな
がる。

●土地賃貸借料86,667円×12ヵ月＝
1,040,000円 1,040

1,0401,040 1,040 0

2,500 2,500 0

0 2,500

13,300 12,658 642

12,658 0
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（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

高齢支援課

高齢支援課

高齢支援課

ケアセンター悠々の
会

介護保険の居宅介
護支援事業所や認
知症対応型共同生
活介護、その他訪問
介護や移送サービ
ス事業を実施

老人クラブ連合会

清瀬市内の老人クラ
ブ23団体で構成さ
れる連合会

清瀬市民の戦没者
の遺族会

45

老人クラブ連合
会

2,000

H4

2,000

●移送サービス
・総事業費2,346,500円のうち1,000,000円を
補助
●有償家事援助サービス
・総事業費2,232,775円のうち1,000,000円を
補助

2,000

900

S47
以前

900

●総経費：3,868,543円
・連合会事業：260,000円
・スポーツ大会：200,000円
・健康教室事業：240,000円
・芸能大会事業：200,000円

　　うち900,000円を補助

900

清瀬市内の非営利団体が実施
する高齢者及び障害者等に対
する福祉サービス事業につい
て、市がその経費の一部を補助
する事により、高齢者及び障害
者等の福祉サービス拡充と質的
向上を図る。

●移送サービス
　・利用者は高齢者で、要
介護者がほぼ全員であり通
院等の移動の利便を図れ
る。
●有償家事援助サービス
　・介護保険等の対象外と
なる業務や精神障害者や
その家族に対しヘルパー
を派遣し家事全般の援助
を行える。

地域の単位老人クラブを統括
し、会員相互の交流と親睦を図
るため、スポーツ大会や芸能大
会、機関紙の発行を実施する。

介護・医療の予防となる高
齢者向けのニュースポーツ
の普及や年１回実施してい
る芸能大会（踊り、合唱、フ
ラダンス等）の実施、見守り
活動である友愛訪問を行
い、会員や地域の高齢者
相互の親睦を深め、健康と
生きがいづくりが図られる。

900 900 0

451 449

44

ケアセンター
悠々の会補助
金

43

清瀬市遺族会
補助金

戦没者平和祈念祭の開催によ
る遺族同士の親睦を深め、ま
た、全国及び東京都戦没者追
悼式への参加のための交通費
を補助し、遺族への支援を行う。

全国及び東京都、清瀬市
遺族会の会員相互の親睦
が図られる。

●平和祈念祭経費：85,090円
・献花代38,050円及び供え物代24,458円のう
ち1,950円を補助　（38,050円+1,950円＝
40,000円）

40

40

S47
以前

40

清瀬市遺族会

40 40 0

2,000 2,000 0

1,000 1,000

0 40
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（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

高齢支援課

高齢支援課

高齢支援課

老人クラブ（23団体）

清瀬市内の概ね60
歳以上で結成された
老人会

ぶなの樹会

情報労連東京福祉
センター

高齢者等の配食、移
送、生活支援、通所
介護等事業を行うＮ
ＰＯ法人

清瀬市シルバー人
材センター

高齢者の就業支援
を行う公益社団法人

7,938

480

H14

480

●配食サービス等事業経費
・16,339,784円のうち240,000円を補助
●ミニデイサービス
・事業予算40,810,000円のうち240,000円を補
助

1,160

26,073

S54

26,073

●総経費：373,647,989円
・うち管理費：2,587,000円補助
・うち事業費：23,486,000円補助
　補助合計額：26,073,000円

26,073

10,389 15,684

8,230 7,594 636

4,720 2,874

480 480 0

240 240

26,073 26,073 0

46

社会奉仕活動、健康を進める活
動、生きがいを高める活動、友
愛活動及びその他活動として適
切と認められる社会活動の全て
又は一部を行う地域の老人クラ
ブの活動の拡充及び充実を図
るため老人クラブの運営費を補
助。

運営費を補助する事によ
り、高齢者が自主的に仲間
づくりをすすめ、それぞれ
の地域の実態に即した活
動（スポーツ、カラオケ、手
芸、フラダンス、健康教室
等）を行い、介護予防、医
療予防、生活と地域を豊か
にする活動を行える。

老人クラブ助成
S47
以前

7,618

補助対象経費のうち会員数に応じ補助。
基準を下回る時はその額。（会員数　約1100
名）
●会員40名未満（298,000円上限）
・298,000円×9クラブ＝2,682,000円
●会員40名～69名（306,000円上限）
・306,000円×14クラブ＝4,284,000
●会員70名以上（314,000円上限）
・314,000円×2クラブ＝628,000

7,602

48

シルバー人材
センター運営
費補助金

高齢者の就労機会確保及び提
供をするシルバー人材センター
の円滑な運営を図るため、運営
費及び事業費への補助を行う。

補助を行うことにより、高齢
者の就業機会を推進して
いるシルバー人材センター
の運営が確保され、会員の
就業機会促進が図られる。

47

配食・ミニデイ
サービス補助
金

清瀬市におけるミニデイサービ
ス等事業の実施団体が行う事業
について、その経費の一部を助
成し、経費負担の軽減及び団体
の育成を図り、もって福祉の増
進に寄与する。

経費の一部を補助すること
により事業の継続が図ら
れ、高齢者の介護予防、独
居者の見守り事業等の推
進が図られている。
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（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

健康推進課

健康推進課

健康推進課

清瀬市医師会・清瀬
市歯科医師会

市内医師及び歯科
医師が加盟する任

意団体

特定不妊治療・不育
症治療費の助成対
象者で市内に住所

を有する者

－

里帰り出産等妊婦
健康診査の受診日
において市内に住

所を有する者

－

50

特定不妊治療
費助成金・不育
症治療費助成
金

高額な特定不妊治療や不育治
療を受けた者の経済的負担を
軽減するため、助成金を支給し
少子化対策に寄与する。

特定不妊治療及び不育症
治療を受けている夫婦の経
済的負担を軽減を図る。

S56

4,765

H21

4,535

1回目　合計金額： 387,670円
2～5回目　　合計金額： 1,208,630円
6～14回目　合計金額： 3,168,480円
超音波検査　　　合計金額： 130,600円
子宮頸がん検査　　合計金額： 37,400円
合計金額：　4,932,780円

4,53351

妊婦健診受診票が使えない助
産所を含む都外医療機関等で
受診した妊婦に対し、その健診
費の全部又は一部を補助するこ
とにより、妊婦の健康を守るとと
もに、その経済的負担を軽減
し、もって母子保健福祉の増進
に資する。

妊婦の経済的負担を軽減
し、健康を守ることができて
いる。

里帰り出産等
妊婦健康診査
費補助金

4,933 4,933 0

0 4,933

857

【清瀬市医師会】
ホームページ維持管理費：121,023円
特定健診医師賠償責任等保険料：119,243円
清瀬救急業務連絡協議会会費：200,000円
公立昭和病院連絡協議会会費：20,000円
救護班用備品：2,734円
　　合計：463,000円・・・①
【歯科医師会】
学校歯科医師会会費：140,000円
五市合同集団講習会：40,000円
講師謝礼：100,000円
フッ素塗布：114,000円
　　合計：394,000円・・・②
①＋②＝857,000円

857

857

49

－

H28

－

特定不妊治療費助成：　３万円を上限に助
成。１年度に２回までを限度。　合計金額：
1,110,000円　（延37件）
不育症治療費助成：　0万円を上限に助成。１
年度に１回までを限度。合計金額：0円

1,200

各種検診、予防接種、休日
急病診療（医科、歯科）、救
急・防災医療、感染症対
策、小児初期救急医療な
どの役割を果たしてきてお
り、今後も地域医療との連
携の重要性は、ますます増
大する。

地区医師会補
助金

市民の健康保持や医学的知識
の向上・普及、公衆衛生の向上
等を図ること目的として、各医師
会の事務の経費を補助する。

857 857 0

0 857

1,200 1,110 90

0 1,110
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（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

子育て支援課

子育て支援課

子育て支援課

S49

119,355

該当幼稚園数２３園
・申請人員875名
・対象人員725名
　　97,828,800円

100,250

655

・基本額5園×50,000円＝250,000円
・教員割80名×5,000円＝400,000円
　　　　　　合計650,000円

750

708

54

私立幼稚園で教諭免許を有す
る職員が、研修を通して教育内
容の充実を図り、指導力や資
質・能力の向上を図る。

教員の教育内容の質的向
上により、幼児の成長に応
じた指導に対応でき、一人
ひとりの自立への援助ので
きる教育的なスキルの向上
が図られる。

私立幼稚園教
員研修費補助
金

52

幼稚園就園奨
励費

保護者の所得状況に応じて経
済的負担を軽減するとともに、
公・私立幼稚園間における保護
者負担の格差の是正を図ること
を目的として、入園料及び保育
料を軽減する補助。

公私立 幼稚園間の格差是
正が図られ、また、保護者
の経済的負担を軽減するこ
とで、私立保育園への就園
を促進し、幼児教育の振興
が図られる。

37,961

800 650

97,829 7,171

30,688 67,141

81,774 77,788 3,986

私立幼稚園等に通
園している園児の保

護者

-

私立幼稚園等に通
園している園児の保

護者

-

清瀬富士見幼稚
園、清瀬たから幼稚
園、清瀬ひかり幼稚

園等

市内私立幼稚園

81,092

S47
以前

87,088

・前期分：990名　38,058,540円
・後期分：988名　39,729,200円
　　　　　　　　合計：77,787,740円

75,00053

私立幼稚園園
児保護者負担
軽減事業費補
助金

保護者の所得状況に応じて経
済的負担を軽減するとともに、
公・私立幼稚園間における保護
者負担の格差の是正を図ること
を目的として、入園料及び保育
料を軽減する補助。

保護者の経済的負担を軽
減することで、私立幼稚園
への就園を促進し、幼児教
育の振興が図られる。

106,102

S47
以前

39,827

105,000

150

0 650
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（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

子育て支援課

子育て支援課

子育て支援課

55

私立幼稚園園
児障害児教育
補助金

発達障害等により集団保育に適
応できない児童に対し、安全面
の確保により、専任教諭等の障
害児教育に係る経費を補助し、
特別支援教育の推進を図る。

障害を持つ児童が分け隔
たりなく幼稚園に通え、可
能な限り同じ条件のもと幼
稚園生活が楽しく過ごせる
教育環境の向上が図られ
ている。

H7

4,080

2,880

延べ243名×20,000円＝4,860,000円 4,800

清瀬富士見幼稚
園、清瀬たから幼稚
園、清瀬ひかり幼稚

園

障害児受入幼稚園

867

H27

－

57

一時預かり事
業補助金

就学前教育を受ける児童の長
時間預かりを実施している施設
に補助を行い事業の促進を図
る。

就学前教育を受ける児童
の長時間預かりを実施し、
利用者の多様なニーズに
応える。

・認定こども園ひかり　1,216,180円
・こばとの森幼稚園　　1,569,100円
　　　　　　　　　　　合計　2,785,280円

4,000

補助をすることにより、安定
した幼児教育が可能とな
り、教育・保育の質の向上
が図られる。

・認定こども園ひかり：41,293,810円
・こばとの森幼稚園：24,101,734円
・秋津幼稚園：590,714円

80,01156

23,436

H27

－

認定こども園ひかり、
こばとの森幼稚園、

秋津幼稚園

清瀬市民が在籍す
る施設型給付費受
給施設

認定こども園ひかり、
こばとの森幼稚園

清瀬市民が在籍す
る施設型給付費受
給施設で一時預かり
事業を実施している
施設

子ども・子育て
支援教育・保育
給付費

清瀬市における就学前の子ども
に関する教育、保育等の総合的
な提供の推進を図ることを目的
とする。

5,040 4,860 180

0 4,860

82,027 65,987 16,040

41,806 24,181

2,786 2,786 0

1,631 1,155
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（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

子育て支援課

子育て支援課

子育て支援課

ピッコロルーム、ゆり
かごファーストスクー

ル

年度内に新規に施
設を整備する法人

418,302

S54

409,073

59

私立保育園等
運営費

保育所の設備及び運営につい
て、児童の身体的、精神的及び
社会的な発達のために必要な
生活水準(児童福祉法第45条第
1項の基準)を維持するための経
費。

物的・人的に保育所運営が
安定することにより保育の
質が向上、児童の良好な
保育環境維持が図られる。

【認可保育園】
清瀬上宮保育園　67,056,740円
のしお保育園　59,214,220円
中清戸保育園　59,747,340円
すみれ保育園　96,645,980円
きよせ保育園　95,885,200円
せせらぎ保育園　77,496,378円
どろんこ保育園　43,049,024円
のしお一丁目保育園　55,099,300円
メリーポピンズ清瀬ルーム　32,042,929円
【小規模保育室】
ピッコロルーム　1,218,000円
【市外保育園】
市外保育園合計　1,721,070円

696,152

0

H20

0

58

認定こども園運
営費等補助金

清瀬市における就学前の子ども
に関する教育、保育等の総合的
な提供の推進を図ることを目的
とする。

延長保育やアレルギー児
に対応した保育などをおこ
なう認定こども園に対し、そ
の運営費等を補助すること
により、多様な保育ニーズ
に応え、保護者がより安心
し、ゆとりをもって就労でき
る環境整備が図られる。
また、保育の専門性を高め
ると共に、保育士の処遇を
改善することにより、よりやり
がいをもって保育を行なえ
る環境を整える。

・認定こども園ひかり　　4,287,000円 4,000

5,355 4,287 1,068

4,287

清瀬市民が在籍す
る認可私立保育園
および小規模保育
室、そのた市外保育
園

認定こども園ひかり

清瀬市民が在籍す
る認定こども園

市内認可保育園9箇
所、小規模保育室1
箇所、その他市外保

育園

－

H28

－

60

小規模保育支
援事業補助金
保育対策総合
支援事業費補
助金

新規施設を整備することで、保
育の利用者数を拡大し待機児
童の解消を目指す。

待機児童のうち、待機数の
多い１・2歳児クラスの保育
数を拡大出来る。

・ピッコロルーム　36,564,000円
・ゆりかごファーストスクール　1,748,000円

13,999

39,000 38,312 688

31,927 6,385

0

683,643 589,177 94,466

287,838 301,339
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（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

子育て支援課

子育て支援課

子育て支援課

清瀬ﾌﾟﾁ･ｸﾚｲｼｭ

認証保育所

東京病院なかよし保
育園、東村山子育て
支援ネットワークす

ずめ

市が保育室利用協
定を締結した施設

4,934

S47
以前

5,203

61

認可外保育所
運営費等助成

保育所不足のため認可外保育
所に入所を余儀なくされている
実態をかんがみ、民間保育所に
入所した児童数に対し運営費補
助を行う。

補助をすることにより、安定
した保育運営が可能とな
り、保育の質の向上が図ら
れる。

なかよし保育園　2,406,065円
すずめ　　　　 　　1,122,000円

5,432

6,699 3,529 3,170

550 2,979

9,309

H23

6,697

62

病児保育室運
営助成

病気のお子さんを、保護者に代
わり病院内の保育室で保育す
る、病児保育室を開設するにあ
たり、その病児保育室の安定し
た運営を支援するため開設準備
費等の補助を図った。

子どもが病気等により保育
園や幼稚園の集団保育が
困難期間に保護者に代
わって預かる施設が出来た
ことにより、安心して保護者
が就労ができる環境整備が
図られた。

・運営費補助      9,131,500円 18,239

9,239 9,132 107

6,080 3,052

医療法人順洋会
武蔵野総合クリニッ

ク
病児室「チルチルミ

チル」

市内病児保育室

0

H16

0

63

福祉サービス
第三者評価受
審支援補助金

福祉サービスの質の向上への
取り組みを促進するため、第三
者評価を受審する事業者を支
援し、その評価に関する情報を
市民にわかりやすく提供すること
により、第三者評価制度を早期
に広く普及及び定着させ、利用
者本位の福祉の実現を図り、社
会福祉の向上に資することを目
的とする。

評価結果や福祉サービス
の利用にかかわる様々な
情報を幅広く利用者や事
業者に情報提供する仕組
みをつくることにより、サー
ビスの内容を利用者に見え
るものとする。また、準備、
評価実施及びフィードバッ
クという評価プロセスを通じ
て、自らの取組を振返ること
によって、サービス提供事
業者にサービスの質の向
上に向けた改善取組を促
していくこと。

上限を60万円とし、第三者評価受審のための
費用を補助（464,000円）

1,000

600 464 136

464 0
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（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

子育て支援課

児童センター

児童センター

清瀬ﾌﾟﾁ･ｸﾚｲｼｭ、空
飛ぶ三輪車、まるや
ま保育園、さつき保

育園

清瀬市民が在籍す
る東京都認証保育
所

清瀬市青少年問題
協議会

市長を会長とする委
員８名及び市内５地
区委員２６９名

児童館まつり実行委
員会

野塩老人会

補助をすることにより、安定
した保育運営が可能とな
り、保育の質の向上が図ら
れる。

・清瀬プチクレイシュ　　39,239,800円
・東久留米プチクレイシュ　930,600円
・クレイデル（練馬）　　　　　604,200円
・ソラスト東村山　　　　　　　　362,520円
・マリア・ローザ（小平）　　　966,720円
　
　　　　　　　　　　　　合計　42,103,840円

51,324

H13

38,045

64

認証保育所運
営費等助成

認証保育所は待機児童解消に
向けて東京都独自の基準によっ
て主に民間事業者が運営されて
おります。
　そのため保育の質の向上と安
定した運営を確保するため保護
者にとって安心した保育サービ
スの提供を図ることを目的として
います。

●地区委員会運営費
＜小学校費＞
児童数（3,771名）×100円＋小学校数9校×
15,000円＝512,100円
＜中学校費＞
・5校×30,000円＝150,000円
＜事業費＞
・5地区：236,559円
●非行防止活動費
・5地区：64,589円
●出張補助費　　・3,738円
●体育大会等活動費　　・322,586円
●合同事業費　　・50,237円
●消耗品・備品等　　・119,513円
　　　　　　　合計：1,459,322円

1,592

50,000

1,503

S47
以前

1,554

65

青少協地区委
員会運営費等
補助金

青少年の健全育成のため、青少
年の指導、育成にかかわる事業
に対して補助をし、各地区の特
徴的な健全育成を補助する。
夏季少年体育大会を開催し、夏
休み期間の子ども達の健全なる
活動の推進を図るために各連盟
に運営を依頼し、運営費の補助
をする。

地域住民と子どもとの交流
が図られ地域の絆の向上
が図られている。
夏休み期間に体育大会が
開催されることにより子ども
達は目標を持って生活する
ことが出来、健全育成が図
られている。

51,363 42,104 9,259

21,452 20,652

1,592 1,460 132

0 1,460

170

H20

170

66

児童館まつり補
助金

野塩児童館まつりを通じ、地域
の大人と子どもの交流を図るとと
もに、子ども達の健全育成に役
立てることを目的とする。

・多くの人が集まるまつりの
場を開催し、地域の大人と
子供が一つの場を共有す
ることで、世代間の交流が
図れる。
・野塩児童館及び野塩地
域市民センターでまつりを
開催するため、地域住民の
集客を図り、地域住民の交
流が図れる。
・まつりの場で交流を行い、
地域のつながりを深めるこ
とで、安全な環境づくりが
出来る。

●体験・挑戦コーナー（輪投げ・ヨーヨー釣り
等）
　・材料費：29,932円

●模擬店コーナー
　・材料費：101,476円
　・消耗品費・お礼代等：38,592円

　　　　　合計：170,000円

170

0

0 170

170 170
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（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

子ども家庭支援センター

子ども家庭支援センター

まちづくり課

NPO法人ウィズアイ
NPO法人子育てネッ

トワーク・ピッコロ

市内緊急一時預かり
事業を実施している
NPO法人

NPO法人ウィズアイ
他

NPO法人他、市内
子育て事業実施者

建築物等の敷地が
特定緊急輸送道路

に接するもの

－

ピッコロルーム　1,500,000円
ウィズアイあいあい　7,310,000円
ウィズアイひまわり　8,700,000円

17,510

11,730

67

清瀬市緊急一
時預かり事業
補助金交付要
綱

児童福祉法に規定する一時預
かり事業を実施する事業者に対
し、経費の一部を補助することに
よって、保護者の育児を支援す
る。

安定した一時保育事業の
運営を支援し、保育の質が
向上する。

2,694

H27

－

68

清瀬市子育て
キラリクーポン
券事業補助金

利用者から子育てサービス事業
者に現金の代わりに子育てクー
ポン券で支払われた代金及び、
市内商店等で現金の代わりに商
品券で支払われた代金を精算。

利用者の経済的負担を軽
減し、市内の子育てサービ
ス事業利用を促進し、健全
な育児を支援する。

利用者：2108名
クーポン券：4,793,000円
商品券：8,901,000円

14,000

17,090

H25

17,510 17,510 0

11,674

16,560

H23

16,016

69

清瀬市特定緊
急輸送道路沿
道建築物耐震
化促進事業助
成（耐震診断）

地震発生時において緊急輸送
道路における沿道建築物の倒
壊による道路閉塞を防ぎ、広域
的な避難路及び輸送路を確保
するため、沿道建築物の耐震診
断に係る費用を助成することに
より、当該沿道建築物の耐震化
を促進し、もって災害に強いまち
づくりを実現する。

建築物の耐震診断を実施
し、建物所有者の耐震化へ
の意識を高めることにより、
緊急輸送道路における沿
道建築物の倒壊による道
路閉塞を防ぎ、広域的な避
難路及び輸送路の確保に
つながっている。

補助率：10/10
実績額：6,764,000円（４件）

378

6,764 0

5,836

14,838 13,694 1,144

0 13,694

6,764 6,764 0
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（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

まちづくり課

まちづくり課

まちづくり課

建築物等の敷地が
特定緊急輸送道路

に接するもの

160

H20

276

501 501 0

283 218

市内にある旧耐震
木造住宅の所有者

－

72

清瀬市木造住
宅耐震診断助
成

市内に既存する木造住宅の耐
震診断を実施する際に助成金を
交付して受診率を向上させ、か
つ、診断結果を踏まえ、市民の
防災意識を高めて震災をはじめ
とする各種災害に強いまちづくり
を形成する。

木造住宅の耐震診断受診
率の向上が図られているほ
か、診断結果を踏まえ、建
物所有者の防災意識の向
上につながっている。

補助率：2/3
助成限度額：100,000円
実績額：501,000千円（７件）

500

70

清瀬市特定緊
急輸送道路沿
道建築物耐震
化促進事業助
成（補強設計）

地震発生時において緊急輸送
道路における沿道建築物の倒
壊による道路閉塞を防ぎ、広域
的な避難路及び輸送路を確保
するため、沿道建築物の補強設
計に係る費用を助成することに
より、当該沿道建築物の耐震化
を促進し、もって災害に強いまち
づくりを実現する。

建築物の補強設計を実施
し、その後に耐震改修を行
うことで、緊急輸送道路に
おける沿道建築物の倒壊
による道路閉塞を防ぎ、広
域的な避難路及び輸送路
の確保が図られる。

補助率：5/6
実績額：10,465,000円（３件）

6,000

10,465 10,465 0

8,370 2,095

100

H23

0

－

0

H23

0

71

清瀬市特定緊
急輸送道路沿
道建築物耐震
化促進事業助
成（耐震改修）

地震発生時において緊急輸送
道路における沿道建築物の倒
壊による道路閉塞を防ぎ、広域
的な避難路及び輸送路を確保
するため、沿道建築物の耐震改
修に係る費用を助成することに
より、当該沿道建築物の耐震化
を促進し、もって災害に強いまち
づくりを実現する。

耐震改修の実施により、緊
急輸送道路における沿道
建築物の倒壊による道路
閉塞を防ぎ、広域的な避難
路及び輸送路の確保が図
られる。

H28実績ゼロ
補助率：5/6

113,000

5,238 0 5,238

0 0

－

建築物等の敷地が
特定緊急輸送道路

に接するもの
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（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

まちづくり課

まちづくり課

まちづくり課

0

H25

0

300 0 300

0 0

75

清瀬市子育て
世帯近居支援
事業

子育て世帯と親世帯が近居又
は同居に要する引っ越し費用等
を助成することにより、三世代家
族の形成を促進し、安心して子
どもをを産み育てられる環境の
構築を支援する。

三世代の定住を促進すると
ともに、子育て世帯が安心
して暮らすことができるまち
づくりにつながっている。

補助率：1/2
補助限度額：100,000円
実績額：1,198,000円（１７件）

1,000

－

H28

－

1,198 1,198 0

0 1,198

木造住宅の所有者

耐震診断助成金交
付要綱に基づく助成
金の交付対象となっ
た住宅で、耐震診断
の結果、上部構造評
点が1.0未満と診断
されたもの

市外からの転入者
（子育て世帯又は、

その親世帯）

清瀬市に在住する
親世帯又は子育て
世帯と近居又は同
居するため、清瀬市
へ転入するもの

73

清瀬市木造住
宅耐震改修等
助成

市内に既存する木造住宅の耐
震改修を実施する際に助成金を
交付して耐震化率を向上さ
せ、、防災・震災をはじめとする
各種災害に強いまちづくりを形
成する。

木造住宅の耐震改修受診
率の向上が図られているほ
か、建物所有者の防災意
識の向上につながってい
る。

補助率：1/3
補助限度額：300,000円
実績額：300,000円（１件）

900

300

H25

300

701 300 401

150 150

木造住宅の所有者

耐震診断助成金交
付要綱に基づく助成
金の交付対象となっ
た住宅で、耐震診断
の結果、上部構造評
点が1.0未満と診断

されたもの

74

清瀬市木造住
宅耐震改修等
助成（耐震シェ
ルター）

市内に既存する木造住宅の耐
震シェルターを設置する際に助
成金を交付して、資金面が苦し
い方が少しでも安心して暮らせ
るまちづくりを形成する。

－
H28実績ゼロ
補助率：9/10
補助限度額：300,000円

300
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（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

道路交通課

道路交通課

道路交通課

清瀬市交通安全協
会

役員数31名

西武バス株式会社

－

自治会、商店街等

自治会37団体、商
店街9団体

78

街路灯電気料
等補助金 市民の安心・安全を確保する防

犯のため。

公道以外の隅々まで設置
されている自治会・商店街
の街路灯が設置されている
ことで防犯上大きな役割を
担っている。

●自治会：4,494,631円×補助率100%＝
4,494,631円
●商店街：2,250,369円×補助率80％≠
1,800,289円

　合計：6,294,920円

8,800

8,756

S47
以前

10,630

10,000 6,295 3,705

0 6,295

77

清瀬市コミュニ
ティバス運行事
業費補助金

市内公共交通の利便性を向上
させ、市民が気軽に利用できる
バスサービスを実施するため。

公共交通不便地域の解消
や高齢者・障害者ら交通弱
者の移動手段確保として
「きよバス」の愛称のとおり
市民が気楽に利用するコ
ミュニティバスとして利用さ
れている。

●収入：14,612,898円・・・①
●経費：33,061,027円・・・②
・人件費：24,424,871円
・燃料費：1,761,686円
・車両修繕料：1,710,080円
・その他（自動車重量税等）：5,164,390円

①－②＝▲18,448,129円・・・③

上記③18,448,129円を補助

19,900

17,340

H18

17,875

18,500 18,449 51

0 18,449

76

交通安全協会
補助金

市内の交通の安全を確保するた
め、各種の対策を立て、これを
推進することを目的とする。①交
通安全運動等の街頭指導、②
運転者講習会、③その他交通
安全に関する事業

春・秋の全国交通安全運
動等の街頭指導における
監視活動を実施することに
より、通行車両及び歩行者
等が交通ルールを遵守し
ている。

総費用：1,810,513円
・運動費（交通安全講習会等）：836,040円
・研修費：110,035円
・役務費（傷害保険等）：176,230円
・会議費：132,159円
・被服費：273,996円
・事務費：38,055円
・雑費：11,970円
・車両関係費：231,552円
・繰越金：476円
うち、1,800,000円を補助

1,800

1,800

S47
以前

1,800

1,800 1,800 0

0 1,800
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（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

水と緑の環境課

水と緑の環境課

水と緑の環境課

市民及びボランティ
ア団体

－

太陽光発電システ
ム・家庭用燃料電池
（エネファーム）を設

置した市民

－

指定保存樹木所有
者

－

79

清瀬市飼い主
のいない猫の
不妊・去勢手術
助成金

飼い主のいない猫の繁殖を抑
制し、もって市民の快適な生活
環境を保持するとともに、人と猫
との調和のとれた共生社会の実
現に資することを目的とする。

助成金の存在が、野良猫
への不妊・去勢手術の促進
につながっている。補助の
目的である、「市民の快適
な生活環境の保持」に寄与
する効果がある。

申請件数　オス22匹、メス24匹　合計46件

・オス１匹　2,500円×22頭＝55,000円
・メス１匹　5,000円×24頭＝120,000円

225

225

H25

225

225 175 50

88 87

80

清瀬市太陽光
発電システム等
設置補助金

地球温暖化の原因である
温室効果ガスの削減を図る
とともに再生可能エネル
ギーの有効活用も図られて
いる。

地球温暖化の原因である温室
効果ガスの削減を図るとともに
再生可能エネルギーの有効活
用を図る。

54

S57

54

・1本につき1,000円補助
・申請件数53件

1,000円×53件＝53,000円

5381

保存樹木助成

6,612

H20

8,027

・太陽光発電システム：1kwあたり3万円で上
限10万円
・家庭用燃料電池（エネファーム）：5万円又は
設置に要した額のいずれか低い額

補助実績件数：69件

6,000

樹齢及び樹形に優れた樹木に
ついて、自然景観及び自然遺
産として保存が必要なため。

みどりの景観の保全・保護
が図られる。

8,000 5,625 2,375

0 5,625

54 53 1

0 53
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（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

水と緑の環境課

水と緑の環境課

下水道課

清瀬市水洗便所改
造資金助成規則第3

条より

保全区域所有者

－

生け垣を新たに造
成する市民

－

公共下水道の処理
区域内において、く
み取便所（し尿浄化
槽を含む。）を水洗
便所に改造する者

84

清瀬市水洗便
所改造資金助
成

公共下水道の処理区域内にお
いて、くみ取便所（し尿浄化槽を
含む。）を水洗便所に改造する
者に対し、必要な資金の助成措
置を講じることにより、水洗便所
の普及促進を図ることを目的と
する。

水洗便所を普及することに
より、清潔で快適な生活環
境の向上や河川の水質保
全が図られる。

H28実績ゼロ 10

0

S56

0

10 0 10

0 0

82

緑地環境保全
区域助成

雑木林、農地、屋敷林等が一体
となった武蔵野の原風景を色濃
く残す景観や、みどりの基本計
画に定める緑化重点地区にお
いて、特に保全が必要と認めら
れるおおむね1,000平方メートル
以上の樹林地を保全するため。

みどりの景観の保全・保護
が図られる。

・当該年度分の固定資産税額及び都市計画
税額の合計額の100分の80に相当する額の
補助
・対象面積：36,664.41㎡
・申請件数28件

14,041

14,253

H19

16,159

83

生け垣助成

生け垣は緑を増やし、まちの環
境を彩り、酸素供給による大気
の浄化、火災のよる延焼防止や
騒音防止などいろいろなうごき
があります。また、多様なみどり
に彩られた安らぎと潤いのあるま
ちづくりを目指し、生け垣設置に
要する費用を一部助成し生け垣
づくりを促進していくため。

みどりの景観や環境保全が
図られる。

H28実績ゼロ
生け垣１mにつき10,000円補助

150

239

H19

640 0

0 13,766

150 0 150

13,766 13,766 0
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（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

下水道課

ごみ減量推進課

ごみ減量推進課

清瀬市内に所有し
ている住宅に雨水浸
透施設を設置しよう

とする者

清瀬市雨水浸透施
設設置助成金交付
要綱第3条より

処理機を設置した市
民

－

清瀬市まち美化推
進協議会

清瀬市商工会・商店
会・清瀬市たばこ税
増収対策協議会・美
化推進委員等の代

表により構成

87

アドプトシステ
ム助成金

アドプト制度導入により、商店
会、自治会、企業、団体の協力
を得て、まち美化活動を推進す
る。

市民のまち美化の意識が
向上し、まち美化活動が推
進される。
H28年度実施箇所：10箇所

・反射メッシュベスト：64,800円
・清掃用具等の消耗品費：85,200円
　　合計：150,000円

150

150

H12

150

150 150 0

0 150

86

生ごみ減量化
処理機器購入
費助成金

一般家庭から排出される生ごみ
を自家処理するために、処理機
器を購入した市民に対し助成金
を交付することにより、家庭系廃
棄物の排出を抑制するとともに
資源化を推進し、生活環境の保
全を図ることを目的とする。

家庭系廃棄物の排出を抑
制するとともに資源化を推
進し、生活環境の保全が図
られている。

●本体価格（消費税を除く）の2分の1で上限
が3万円
・実績18件：322,700円

500

279

H7

477

500 323 177

0 323

85

清瀬市雨水浸
透施設設置助
成

雨水浸透施設を設置する者に
対して、当該設置に要する経費
の一部を助成することにより、都
市型水害の軽減並びに地下水
その他自然環境の保全及び回
復を図ることを目的とする。

雨水浸透施設の設置が普
及することで、河川や下水
道への雨水流入を抑制し
て集中豪雨、台風等による
浸水被害の防止及び軽減
が図られる。

H28実績ゼロ 100

0

H25

102

150 0 150

0 0
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（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

ごみ減量推進課

教育総務課

教育総務課

し尿浄化槽の占有
者又は管理者

－

日光修学旅行運営
委員会

市立小学校（9校）

市立小学校

90

演劇鑑賞補助
金（小学校費）

保護者負担の軽減

生の演劇を鑑賞すること
で、豊かな心情を育てると
ともに鑑賞マナーを身につ
ける。

（対象：各小学校毎　全児童）
200円×3,674人＝734,800円

751

747

H8

756

758 735 23

0 735

市立小学校（9校）

89

修学旅行補助
金（小学校費）

保護者負担の軽減

平素と異なる生活環境の中
にあつては見聞を広げ、集
団生活のきまり を守り、公
衆道徳について望ましい体
験を得られる。

（対象：小学6年）
4,200円×649人＝2,725,800円

2,688

2,781

S47
以前

2,843

2,777 2,726 51

0 2,726

88

し尿浄化槽清
掃料金軽減

し尿浄化槽残さ物を収集するた
めに要する経費を市が負担し、
し尿浄化槽の維持管理の万全
を期する。

し尿浄化槽の維持管理の
万全を期することにより、生
活環境の保全が図られて
いる。

H28実績ゼロ

し尿浄化そう残さ物収集経費相当額又は、
80％を補助

11

0

S47
以前

7

11 0 11

0 0
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（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

教育総務課

教育総務課

教育総務課

93

修学旅行補助
金（中学校費）

保護者負担の軽減

平素と異なる生活環境の中
にあつては見聞を広げ、集
団生活のきまり を守り、公
衆道徳について望ましい体
験を得られる

（対象：中学3年）
7,200円×582人＝4,190,400円

4,608

4,176

S47
以前

4,025

4,328 4,191 137

0 4,191

市立中学校

市立中学校（5校）

92

給食検食費補
助金（小学校
費） 学校設置者が負担し、実施する

べきもののため

①学校給食衛生管理基準
に則り、保存食用（原材料・
できあがり）の食材購入費
の補助をすることによる学
校負担軽減
②食材検査サンプル

①検食用食材費9校
248円×2食分×1,690回＝838,240円・・・①
②食材検査サンプル
248円×9校×2回＝4,464円・・・②

　合計①＋②＝842,704円

860

840

H8

836

864 843 21

0 843

市立小学校

市立小学校（9校）

91

移動教室補助
金（小学校費）

保護者負担の軽減

宿泊での集団活動を通し
て、教師と児童、児童相互
のふれ合いを深め、基本的
な生活習慣などについて
体験を積み、互いに思いや
り、ともに協力して集団生活
を身につける。

（対象：小学5年）
4,200円×628人＝2,637,600円

2,688

2,701

S49

2,688

2,680 2,638 42

0 2,638

立科移動教室運営
委員会

市立小学校（9校）
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（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

教育総務課

教育総務課

指導課

96

特別支援学級
校外宿泊訓練
補助金（小学
校）

特別支援学級児童の校外教育
活動に助成する。

毎年、基本的な生活習慣
や集団生活に慣れさせるた
め校外宿泊学習等を行っ
ている。さまざまな体験を通
して特別支援学級在籍児
童の育成を図っている。

清瀬小学校：109,013円（他に、高速代29,170
円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清瀬第七
小学校：85,480円

　合計：194,493円

1,307

129

S47
以前

158

300 195 105

0 195

市立小学校

市立小学校（2校）

95

給食検食費補
助金（中学校
費） 学校設置者が負担し、実施する

べきもののため。

①学校給食衛生管理基準
に則り、保存食用（原材料・
できあがり）の食材購入費
の補助をすることによる学
校負担軽減
②食材検査サンプル

①検食用食材費5校
300円×2食分×908回＝544,800円・・・①
②食材検査サンプル
300円×5校×2回＝3,000円・・・②

　合計①＋②＝547,800円

564

543

H8

538

555 548 7

0 548

市立中学校

市立中学校（5校）

94

移動教室補助
金（中学校費）

保護者負担の軽減

自然のなかでスポーツを通
じ、基本的な生活習慣や公
衆道徳などについて体験を
積み、互いに思いやり、とも
に協力して集団生活を身
につける。

（対象：中学2年）
5,200円×604人＝3,140,800円

3,183

2,970

S47
以前

2,954

3,287 3,141 146

0 3,141

市立中学校

市立中学校（5校）
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（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

指導課

生涯学習スポーツ課

生涯学習スポーツ課

99

文化協会補助
金

市民の文化的活動の発表の場
として、市民文化祭を開催し、清
瀬市のさらなる文化発展に寄与
する。

清瀬市文化協会加盟団体
だけでなく、一般の団体も
参加し、盛大に執り行われ
た。事前の理事会で幾度も
意見を交わしあっており、
市民主体の文化祭として市
民側の熱意も大いに感じら
れた。

●総経費：617,640円
・プログラム作成費：122,364円
・施設使用料：181,200円
・付帯設備、音響増員費：156,850円
・展示パネル搬送費：22,000円
・通信費：20,024円
・会議室使用料（打ち合わせ等）：58,740円
・消耗品費：4,741円
・事務費：23,300円
・イベント助成金：27,881円
・雑費：540円
　（うち600,000円を補助）

600

600

S47
以前

600

600 600 0

0 600

清瀬市文化協会

加盟団体21団体
1,024名

98

石田波郷俳句
大会助成

清瀬にかかわりが深く、現代の
俳句文学に偉大な功績を残した
俳人石田波郷をたたえ、その名
前を冠にした全国規模の俳句大
会、石田波郷俳句大会を開催。
清瀬市の文化的発展に寄与す
るとともに、清瀬市から文化の発
信をする。

年々投句数が増えており、
次第に石田波郷俳句大会
の存在が広がりつつある。
俳句というと、年齢層の高
い世代が対象になりがちと
考えられるが、ジュニアの
部や新人賞を設けるなど、
小学生から高齢者まで、幅
広い年代で俳句活動が活
発になるよう努めている。

●総経費：2,568,389円
・選句謝礼：625,000円
・講演謝礼：90,000円
・施設使用料：223,390円
・冊子作成費：445,608円
・その他：1,184,391円

うち700,000円を補助
・選句謝礼：600,000円
・講演謝礼：60,000円
・施設使用料：40,000円

700

700

H21

700

700 700 0

0 700

清瀬市石田波郷俳
句大会実行委員会

実行委員数13名

97

特別支援学級
校外宿泊訓練
補助金（中学
校）

特別支援学級生徒の校外教育
活動に助成する。

毎年、基本的な生活習慣
や集団生活に慣れさせるた
め校外学習等を行ってい
る。さまざまな体験を通して
特別支援学級在籍生徒の
育成を図っている。

清瀬中学校：88,590円
（他に、「劇と音楽の会」会場公用申請
218,800円・使用器具・支援スタッフ費用は会
場業者による援助）

613

273

S48

436

600 89 511

0 89

市立中学校

市立中学校（1校）

33



（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

生涯学習スポーツ課

生涯学習スポーツ課

生涯学習スポーツ課

102

都民体育大会
参加補助金

市民を対象としたスポーツ活動
の機会と場を提供するため、清
瀬市体育協協会に加盟している
団体に都民体育大会の出場を
通じ、市民のスポーツ振興を図
ることに寄与するため。

選手・監督を含む120名以
上の選手が参加し、都内広
域から選手が集まる非常に
レベルの大会に臨むこと
で、参加者の意欲向上にも
繋がっている。平成28年度
ではゲートボール競技が男
子4位、女子2位と健闘し
た。

●収入　160,094円
160,000円(本助成金）+94円（体協負担金）
●支出　160,094円
・大会参加費：61,000円（500円×122人）
・振込手数料：432円
・開会式参加者補助：11,000円（1,000円×11人）
・大会参加者行動費：73,000円（1,000円×73人）
・お茶代等：5,059円
・クリーニング代：3,283円
・体協事務局費（人件費・消耗品費等）：4,000円

160

160

S53

160

160 160 0

0 160

清瀬市体育協会

加盟団体22団体競
技団体会員数3,080
人

101

清瀬市スポー
ツマスターズ大
会補助金

大会開催により、高齢者の生涯
スポーツ継続及び交流を図ると
ともに、加盟団体相互のより一層
の団結を図る。また、高齢者の
健康増進とスポーツ精神の高揚
を図る。

平成28年度は全5種目（ソ
フトテニス、卓球、軟式野
球、ゲートボール、ゴルフ）
を実施し、約200名と多くの
参加があり、今後も60歳以
上の方々が元気で活動す
る競技を増やしていきなが
ら競技を継続して実施され
ている。

●収入　453,930円
150,000円(本助成金）+2,930円（各連盟負担金）
+350,000円（参加費）
●支出　453,930円
・消耗品：15,187円（ボール、コピー用紙等）
・通信費：10,000円（切手代等）
・賞品代：236,222円（洗剤、ハンドタオル等）
・参加賞：41,440円（参加者贈呈）
・保険料：5,700円（傷害保険）
・事務費：4,080円（コピー代等）
・印刷費：10,000円（ポスター他）
・報償費：6,000円（審判謝礼等）
・懇親会費：125,301円（飲食代、ただしこれはゴル
フ連盟が参加費から負担）

150

150

H7

150

150 150 0

0 150

清瀬市体育協会

加盟団体22団体競
技団体会員数3,080
人

100

体育協会補助
金

清瀬市体育協会加盟の各競技
団体がそれぞれのスポーツの普
及や育成及び発展のために活
動し、日ごろの練習等の発表の
場として市民大会等の開催及び
上部団体の大会等への参加、
ジュニアの育成等をしていく中
で、市民大会開催の運営費補
助としている。

清瀬市体育協会は平成２８
年度２２団体（軟式野球、ソ
フトテニス、卓球、スキー、
剣道、空手、フォークダン
ス、バドミントン、小林寺拳
法、バレーボール、ママさ
んソフトテニス、テニス、
ゲートボール、サッカー、ラ
ジオ体操、ソフトボール、舞
踊、インディアカ、ゴルフ、
グラウンドゴルフ、女子サッ
カー、新体操）が加盟して
おり、各団体が開催する市
民大会等の運営経費として
活用

●収入　951,310円
900,000円（本補助金）＋51,310円（体協負
担）

●支出　951,310円
・団体会員活動振興費：220,000円（10,000円
×22団体）
・事務局運営費：731,310円
（コピーリース料、賞状用紙、連合会加盟分担
金等）

900

900

S47
以前

900

900 900 0

0 900

清瀬市体育協会

加盟団体22団体競
技団体会員数3,080
人
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（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

生涯学習スポーツ課

生涯学習スポーツ課

郷土博物館

104

市民マラソン大
会参加補助金

市民を対象としたスポーツ活動
の場を提供するため、清瀬市体
育協会及び協会加盟団体に対
し、市が事業の一部を補助金と
して交付し市のスポーツ振興を
図る。

平成28年度で36回目の開
催となり、毎年小学生から
大人まで600名以上が参加
している。近年、健常者だ
けでなく障害者も多く参加
していることから、健常者と
障害者が一緒に行うスポー
ツ大会として、貴重な機会
となっている。平成27年度
より市外でも参加可能と
なったことから、今後も参加
者の増加が予想される。

●収入　818,000円
350,000円（本補助金）+468,000円（大会参加費）
●支出　818,000円
・賞品代：76,680円（メダル）
・印刷代：108,535円（プログラム、ポスター等）
・弁当・飲料代：145,309円
・会議費：17,592円（会場使用料等）
・保険代：43,390円（施設保険、参加者保険）
・謝礼代：64,112円（医師、看護師、筆耕者等）
・消耗品：136,702円（用紙、ゼッケン代等）
・委託料：25,920円（申込受付、問合せ業務等）
・運営費：4,315円（ガソリン代・駐車場代）
・業務費：45,000円（看板作成、設置等）
・手数料：864円（振込手数料）
・事務局員費：75,000円（名簿作成業務等）
・事務局費：74,581円

350

350

S56

350

350 350 0

0 350

清瀬市体育協会

加盟団体22団体競
技団体会員数3,080
人

103

市町村総合体
育大会参加補
助金

市民を対象としたスポーツ活動
の機会と場を提供するため、清
瀬市体育協協会に加盟している
団体に市町村総合体育大会の
出場を通じ、市民のスポーツ振
興を図る。

日頃の成果を発揮し、近年
ではバレーボールやゲート
ボールが入賞する等、日頃
の練習成果を発揮してい
る。その他にも軟式野球や
ソフトボール、卓球等多くの
連盟が参加し、試合を通じ
て他の市町村との交流を深
めることができた。

●収入　122,352円
120,000円（本補助金）+2,352円（体協負担金）
●支出　122,352円
・開会式参加補助：7,000円（1,000円×7人）
・大会参加者行動費：49,000円（1,000円×49人）
・交通費（開会式参加）：13,580円（1,940円×7人）
・大会視察行動費：16,000円（2,000円）
・通品費：24,000円
・クリーニング代：2,052円

120

120

S49

120

120 120 0

0 120

清瀬市体育協会

加盟団体23団体競
技団体会員数3,080
人

105

郷土芸能育成
補助金

S53

指定文化財保存会

東京都及び清瀬市指定文化財
の保存に必要な衣装諸道具の
補修整備、格納施設、伝承者養
成事業、伝承のための施設整備
を目的とする。

東京都及び清瀬市指定文
化財の継承・保存と公開す
ることにより、清瀬の伝統芸
能に対する市民の関心を
高め、市民交流の場、子ど
もの健全な育成の場を提供
し、文化の向上が図られ
た。

160 160

●東京都指定文化財①・②
・30,000円×2件＝60,000円
●清瀬市指定文化財③・④
・50,000円×2件＝100,000円

合計：160,000円

0

160

160

東京都指定無形民
俗文化財①中里富
士山保存会②下宿
ふせぎ保存会
清瀬市指定無形民
俗文化財
③清戸山王日枝神
社獅子舞保存会④
下宿囃子保存会

20 140 350
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（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

議会事務局

障害福祉課

高齢支援課

106

市政調査研究
費補助金

S63

市議会の会派

議員の調査研究その他の活動
に資するため必要な経費の一部
として交付

政策立案・調査活動基盤
の充実、地方議会の活性
化や審査能力の強化

2,400 1,984
●各会派所属議員数に月額10,000円を乗じ
て得た額を交付
●総経費：1,990,955円
・調査研究費：989,562円
・研修費：439,367円
・広報費：342,598円
・広聴費：18,200円
・会議費：3,700円
・資料購入費：197,528円

　うち1,983,846円補助

416

2,400

1,737

５会派（議員20人）

0 1,984 2,034

107

施設整備補助
金（債務負担行
為） H12

社会福祉法人清瀬
わかば会

障害者の安定的な日中活動の
場を確保することで地域での自
立した生活と社会参加を可能と
する。

●地域で安定した日中活
動を送れる。
●通所施設での仕事を通
して社会参加を行ったり、
工賃を支払うことで障害者
の所得の保証につながり、
自立した生活を送るための
一助となる。
●地域における障害者に
対する理解の深まりにつな
がる。

1,877 1,877

●当該施設が借り入れている独立行政法人
福祉医療機構からの返還金
（償還期限H32年度）

0 1,883

知的障害者の日常
生活等の支援団体

1,500 377 1,888

1,877

108

特別養護老人
ホーム整備費
（債務負担行
為） H6

社会福祉法人上宮
会、社会福祉法人亀
鶴会、社会福祉法人

信愛報恩会

特別養護老人ホームの建設に
際し、補助金を交付することによ
り清瀬市からの利用者のベッド
数を確保する

施設建設費用を補助する
ことにより健全な運営が確
保でき、また、清瀬市から
入所する方のベッド数を確
保する。

17,350 17,350 全3か所合計17,350,000円を補助

上宮園2,500,000円
　（償還期限H38年度）
神明園2,850,000円
　（償還期限H30年度）
信愛の園12,000,000円
　（償還期限H30年度）

3,650

17,350

市内外の特別養護
老人ホーム3カ所

13,700 3,650 29,756

17,350
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（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

高齢支援課

高齢支援課

防災防犯課

109

軽費老人ホー
ム施設整備費
（債務負担行
為） H14

社会福祉法人救世
軍社会事業団

軽費老人ホームの建設に際し、
補助金を交付することにより清
瀬市からの利用者のベッド数を
確保する

施設建設費用を補助する
ことにより健全な運営が確
保でき、また、清瀬市から
入所する方のベッド数を確
保する。

7,500 7,500

20年償還　15回目支払　16床×9,375,000円
×1/20
7,500,000円
（償還期限H33年度）

1,700

7,500

－

5,800 1,700 7,500

7,500

110

高齢者在宅
サービスセン
ター（信愛デイ
ケアセンター）
建設費（債務負
担行為）

H6

社会福祉法人信愛
報恩会

建設費用に対し、助成金を交付
することにより事業者の健全運
営を確保し、また、事業所開設
による住民福祉を向上させる。

施設建設費用を助成する
ことにより、健全な運営が確
保でき、在宅福祉サービス
の拠点となっている。

16,876 16,876

20年償還　18年目　16,875,367円
　（償還期限H30年度）

3,576

17,104

－

13,300 3,576 17,325

16,652

111

防犯カメラ設置
補助

H29

地域団体

市内の安全・安心まちづくり推進
地区内において、所在する地域
団体が行う主に公共空間での防
犯を向上させるため、見守り活
動の推進に要する経費の一部
を補助し、安全で安心なまちづ
くりの実現に寄与することを目的
とする。

－

－ －

－

－

自治会１団体

－ － －

2,500－
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（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

高齢支援課

子育て支援課

子育て支援課

112

スプリンクラー
整備支援事業
補助金（H29年
度のみ実施） H29

デイサービス本舗遊
楽家 平成27年4月1日の消防法改正

により宿泊を伴うデイサービス事
業所は平成29年度末までにス
プリンクラーの設置が義務付け
られたため、設置費用に対する
補助を行い事業を継続させる。
小さな事業所では設置に係る費
用負担が大きいため補助を行う
ことにより健全な事業運営が継
続できる。

－

－ －

－

－

お泊りデイを行って
いる介護事業所

－ － －

3,329－

113

賃貸物件による
保育所整備事
業補助金
待機児童解消
区市町村支援
事業補助金

H29

社会福祉法人どろ
んこ会

新規施設を整備することで、保
育の利用者数を拡大し待機児
童の解消を目指す。

－

－ －

－

－

年度内に新規に施
設を整備する法人

－ － －

179,102－

114

保育従事職員
宿舎借り上げ
支援事業 H29

市内の認可保育所、
小規模保育所

市内保育施設で従事する保育
士の人材確保

－

－ －

－

－

市内の認可保育所、
小規模保育所のう
ち、補助対象者へ宿
舎を提供している施
設。

－ － －

20,090－
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（単位：千円）

担当課名

Ｈ27
決算額

開始
年度

補助金積算内訳

番号 補助の目的 補助の効果
Ｈ29

予算額
Ｈ26

決算額

不用額
特定財

源
市（一般
財源）

Ｈ28

補助金の名称

交付団体名等

交付団体等の情報

予算額 決算額

子育て支援課

子育て支援課

ごみ減量推進課

115

認証保育所等
保育料負担軽
減助成事業 H29

東京病院なかよし保
育園

認可外保育所を利用する保護
者に保育料の一部を助成するこ
とにより、認可保育所を利用した
場合との経済的負担の格差を軽
減する。

－

－ －

－

－

市が保育室利用協
定を締結した施設

－ － －

1,176－

116

認証保育所等
保育料負担軽
減助成事業 H29

清瀬ﾌﾟﾁ･ｸﾚｲｼｭ、東
久留米ﾌﾟﾁ･ｸﾚｲｼｭ

認証保育所を利用する保護者
に保育料の一部を助成すること
により、認可保育所を利用した
場合との経済的負担の格差を軽
減する。

－

－ －

－

－

認証保育所

－ － －

2,688－

117

使用済注射針
回収事業（名称
未定） H29

清瀬市薬剤市会

清瀬市薬剤師会が実施する使
用済み注射針回収事業に対し、
清瀬市薬剤師会に補助金を交
付することにより、在宅医療廃棄
物の適正処理を推進する。

－

－ －

－

－

市内薬剤師が加盟
する任意団体

－ － －

20－
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